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　皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
　いつも応援いただき、ありがとうございます。
　昨年から続くコロナ禍で幕を開けた2021年も、残すところ1か月となりました。
コロナ感染防止のため、人流が抑えられ皆様には大変不自由な思いをされたこ
ととお察しいたします。特に事業をされておられる皆様には、未だかつて経験し
たことのない、厳しい状況下での日々を過ごしてこられたのではないでしょうか。
　この年、暗い話題が多い中で、8月から９月にかけて東京オリンピック・パラ
リンピックの開催により、沢山の勇気と希望をいただき、感動と感激が胸に刻
み込まれました。
　国政においては岸田総理による新内閣が発足いたしました。また地元、甲
賀市では市議会議員選挙、そして衆議院議員選挙が行われ、新しい船出が始

まっております。選出された議員各位には、今ま
で培われてきた経験と更なる飛躍をご期待申し
上げますとともに、より一層、市・県・国と連携した
取り組みを行ってまいりたいと考えております。
　これから寒さが厳しくなり、コロナ感染の第六
波が懸念されますが、インフルエンザ予防と合
わせて、今後も引き続きマスク着用、うがい、手指消毒を十念にお願い申し上
げます。
　最後に良いお年をお迎え下さいますよう、皆様のご健康とご多幸をご祈念
申し上げます。

活 動 報 告 〜魅力ある地域づくり “心”と“身体”の『健康』を目指す〜

厚生・産業常任委員会　視察

早期交通開放型舗装コンクリート施行見学会 コロナワクチン集団接種出動
(水口体育館)

厚生・産業常任委員会

日立建機ティエラ滋賀工場　視察

県政報告会　開催

9月補正予算見積もり甲賀市パラスポーツ協会創立総会 滋賀県護国神社終戦記念式典
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造成された森林の資源は現在どのような状況
なのか伺う

　滋賀県においても、造林公社を中心と
した大規模な森林造成が行われてきま

した。そのため、多くの林業従事者が雇われ、県外から
も多くの人に来てもらいました。これにより、地域に移
り住む人や、森林に携わる人ができ、山村の活性化に
も寄与してきました。

琵琶湖環境部長　本県の森林については、約４
割を占める人工林の多くが終戦直後や高度成

長期に造成されたものであり、琵琶湖の水源林である
とともに、地球温暖化の防止や県土の保全など様々な
役割を果たしております。
　また、これらの人工林のうち、約６割が、主伐による
利用が可能な50年生を超え、本格的な利用期を迎え
充実しつつあるところでございます。

ウッドショック時に木材が供給できず、資源から
木材への利用が進みにくい、川上、川中の状況

について伺う
　今年3月頃から、住宅に使う木材の需
給がひっ迫して、木材の不足により価格

が高騰し、大きな混乱が生じ、ウッドショックと呼ばれて
います。これは低金利政策によるアメリカで郊外に新
しく住宅を購入するようになったことや、コロナ禍によ
り木材生産国で製品の生産減によるもの、さらに世界
的に物流が増加する中でコンテナ不足が起きており、
日本へ木材を運びにくい状況によるものです。

琵琶湖環境部長　川上においては、急峻な地形
の森林が多い中、木材生産に必要な路網や施業

地の集約化等の基盤整備が進んでおりません。また、
間伐等を行う森林組合等の作業量は現在の人員から
すると上限で推移しており、今後、担い手を増やすこと
が不可欠でございます。川中においては、県内の中小
規模を中心とした製材所では設備を最大限稼働させ
たとしても、木製品の大幅な増産は困難な状況にござ
います。まずは県産材利用に対する理解を深めること
により、外国産材を県産材へ切り替えるウッドチェンジ
を進めていきたいと存じます。

林業の活性化と森林の若返りも必要であると考
えるが、主伐・再造林も念頭に入れてこれからの

森林資源の循環利用をすすめるための方向性を伺う
　この周囲を見渡しても、森林資源は十
分に育っているように感じられます。これ

には、先人の林業者の方々の多くの苦労があったと思
います。これだけ充実してきた森林資源を利用するこ
とが必要と考えます。

琵琶湖環境部長　人工林が利用期を迎え充実
するなか、森林の適正な管理を進め、林業を持

続的に成長発展させるため
には、「伐って、使って、植え
て、育てる」という、森林資源
の循環利用を促進していく
ことが必要でございます。
　また、本年度を始期とす
る第２期琵琶湖森林づくり
基本計画においきましては、
立地条件や生育状況等から
木材の生産に適したエリアを
「循環林」と位置づけ、ゾー
ニングによる木材生産機能
を重視した森林づくりに取
り組んでいるところでございます。

基盤となる森林所有の境界明確化が重要であ
り、市町による整備も必要だが、県としての支

援を伺う
　所有者が不明な森林の存在は、国土
交通省の2017年地籍調査では、林地に

おいて２８％ありました。これは所有森林に対して関心
の低下等により、相続に伴う所有権の移転登記がなさ
れてないことによると言われています。それに加え、境
界が不明瞭な森林も多くあり問題となっています。

琵琶湖環境部長　境界明確化につきまして
は、県と市町が連携して令和２年度末までに約

４千３百ｈａを行ってきたところでございます。令和元年
度からは、森林経営管理法に基づき市町が主体となり
森林境界明確化を推進しております。市町や森林組合
等が構成員である滋賀県森林整備協議会を通じて、令
和１２年度までに複数の公図を結合させた合成公図を
４万２千ｈａ作成し市町に提供する予定でございます。
　また、滋賀県森林整備協議会内に設置しました森林
情報アドバイザーによる助言に加え、林業普及指導員
による支援体制と併せて引き続き支援していきたいと
存じます。

今後の木材の生産量を踏まえ、製材業をどのよ
うに進めていくのか伺う

　近年の木材は、人工乾燥機で処理して
から出荷することが標準になりつつあり

ます。県内の製材所においては、人工乾燥機を所有し
ているところは少なく、製品の生産能力は乾燥機の台
数で頭打ちになっています。機械の導入についても、
人工乾燥機が１台数千万円かかり、さらに乾燥後のカ
ンナ掛けなどの装置も必要になり、大きな投資となり
ます。

琵琶湖環境部長　県内の製材所に対して、品質
や規格が明らかなＪＡＳ製品を供給できるよう、Ｊ

ＡＳ等の認定の取得への支援や、県内外の製材所の連
携による地域ニーズに応じた県産材製品の供給が行
われるよう支援しているところでございます。
　昨年度、県内の素材生産量は約１１万立方メートル
でありますが、今後、これまでの間伐施業に加え主伐
施業の実施によって素材生産量が増加すれば、将来的
には大量の素材を消費する規模の製材工場が県内で
も整備可能となります。これにより、現在の地域の製材
所を連携させる取り組みと合わせ、需要側のニーズに
応じた製品を低コストで安定的に供給できるよう取り

組んでまいりたいと存じます。

林業と農山村地域の活性化を考える中で、人づ
くりの考え方について伺う

　これからの林業としては、川上では、生
産量の増加や川中での製材事業、川下

での木材利用がともに、木材流通の枠の中で、連携し
進めていくことが必要であると思います。地域を一体
として、とりまとめていく、人づくりが重要であると考
えます。

琵琶湖環境部長　農山村地域を活性化するた
め、現在、やまの健康の取組をはじめとした各種

の施策を講じているところでございます。そのため、次
の世代である若い人々が生活拠点を農山村に移しそ
こで生活を営むことが、活性化策の一つであると考え
ております。
　生活拠点を農山村に置いて暮らしを営むうえでは、
林業成長産業化に取組むとともに、林業の技術力と農
山村での暮らしの知識を兼ね備えた人材の育成を図
る必要があります。
　このため滋賀もりづくりアカデミーでは、林業に関す
る知識や技術の習得とともに、林業にプラスアルファ
の仕事、いわゆる「半林半X」の足がかりとなる「田舎暮
らし編」のカリキュラムを設定しているところです。

森林のCO2吸収源としての考え方を伺う

　全国知事会において２０1９年「国産木
材需要拡大宣言」を決定し、地球温暖化

防止やカーボンニュートラルの実現に向けて、全国各
地で新たな国産木材の需要創出や情報発信、民間非
住宅建築物や公共建築物の木造・木質化を推進してき
ました。

琵琶湖環境部長　本県の森林資源は利用期を
迎え充実しつつあるものの、高齢化が進み成長

が衰え、森林のＣＯ２吸収量は減少する傾向にあるた
め、これらの豊富な森林資源の利用を通じて持続的に
吸収源を確保していくことが重要と考えているところ
でございます。
　このためには、計画的な除間伐による適切な森林の
整備や主伐・再造林による森林の若返り、建築物等へ
の県産材利用によるＣＯ２の固定、さらには再生可能エ
ネルギーのひとつである木質バイオマスの利用など
の取組が必要と考えております。
　再生可能な地域資源である木材の利用を促進させ
るとともに、琵琶湖の水源である森林の持つ多面的機
能を発揮させることで、ＣＯ２ネットゼロ社会づくりに貢
献してまいりたいと存じます。
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一 般 質 問 ９月定例会議（令和3年９月28日）

〜魅力ある地域づくり “心”と“身体”の『健康』を目指す〜

木材市場　視察

製材所　視察

詳しい内容については、滋賀県のホームページ
をご参照ください。


